
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２４年３月 

宮城県土木部 

東日本大震災 職員の証言（想い) 

「そのとき、それから、これから 

        あの日を忘れない」



 
 

 

－ 表紙写真 － 
 

（写真 １） 
平成２３年３月１１日 津波襲来時

の状況を気仙沼合同庁舎屋上より職

員が撮影。大津波警報の発令により来

庁者，職員が屋上に避難し，津波襲来

の一部始終を目撃した。 
 

（写真 ２） 
 平成２３年３月１１日夕方 津

波により流出した重油から出火し

た火災の状況を気仙沼合同庁舎屋

上より職員が撮影。 

（写真 ３） 
 平成２３年３月１１日 津波襲来

時の石巻港湾事務所を港湾合同庁舎

屋上より撮影。職員は日和山へ避難，

周辺の港湾関係者が事務所の屋上に

避難した。 
 

（写真 ４） 
 平成２３年３月１３日 津波に

より浸水した東部土木事務所から

船により脱出する状況を事務所か

ら撮影。事務所は１階が浸水し，公

用車や自家用車も浸水した。 
  

（写真 ５） 
 平成２３年３月１１日 震災発生

後に設置した県災害対策本部（２階 
講堂）における県関係者の活動状況。 

     （写真 ６） 
 平成２３年３月１１日 震災発

生直後の仙台塩釜港湾事務所の状

況（交際ビジネスサポートセンター

アクセル５階）地震により天井パネ

ルや内装材が落下した。 
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東日本大震災 職員の証言（想い）の発刊に寄せて 

そのときは、突然にやってきました。 

 平成２３年（２０１１年）３月１１日午後２時４６分、東北地方太平洋沖地震が発生しました。

モーメントマグニチュード９．０の国内観測史上最大の地震でした。 

 ４月１日に「東日本大震災」と命名されたこの災害は、巨大地震と巨大津波による被害にとど

まらず、東京電力福島第一原子力発電所の事故とその後の風評被害が加わった未曾有の複合災害

でした。宮城県おいては、死者・行方不明者が１万１千名を超え、住家等の全壊・半壊が２２万

棟に及ぶなど、甚大な被害を受けました。 

 地震発生と同時に、村井嘉浩知事を本部長とする宮城県災害対策本部が設置され、３時３０分

に、第１回本部会議が開催されました。本部長の知事から、まず被災者の人命救助を最優先にす

ること、情報収集に努めることの指示があり、私は、早速、土木部災害対策本部会議で同様の指

示を行いました。 

  

 それから、壮絶な戦いが始まりました。 

  私は、大学で「河川を遡上する津波」の研究をしていました。その当時、夢で津波が川を遡る

のを見たことがありましたが、地震発生後３０分から１時間後に沿岸に到達した巨大津波が、海

岸堤防や防潮堤をあっという間に越えて、大地を舐め、川を遡り、住家や建物を破壊し尽くして

いくテレビの映像を見て、この目を疑いました。これは現実なんだと、涙が止めどなく流れてき

ました。宮城県庁に入庁して以来３３年が経ちますが、これまでほとんど、河川、海岸、ダム、

砂防など県土保全分野の仕事に携わってきた自分としては、その後の現地調査で、沿岸域の海岸

堤防や防潮堤がずたずたに切れ、破壊されている状況を見て断腸の思いでした。 

 あれから今日で１年が経ちました。職員の皆様には、これまで、この大災害の対応に昼夜を分

かたず献身的に取り組んでいただき、土木部は前へ前へと進むことができました。本当にありが

とうございました。また、１８の都道府県から多数の職員の皆様に大きな力をいただきましたこ

と、心から感謝申し上げます。 

 

  さあ、いよいよこれからです。 

  土木部職員、関係する他部局や支援していただいた都道府県の職員の方々から、「そのとき、

それから、これから」の行動や決意などを寄せていただきましたが，この「東日本大震災 職員

の証言（想い）」には，その内，公表に同意していただいた６１２名の証言（想い）が記されて

おります。これは本当に貴重な資料であり、財産です。これからも、この想いを胸に、東日本大

震災を乗り越え、被災された方々や被災地の一日も早い復興と美しいふるさと新生宮城の発展を

目指して、土木部一丸となって取り組んでまいりましょう。 

 私たちは決して「あの日を忘れません」。この貴重な資料が、今後の防災対策に活かされるこ

とを切に願っております。 

 

平成 24 年３月 11 日 

土木部長 橋本 潔 


